中学校　第３学年
Ⅰ　「感謝の心」を育成する学習構想
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普段の食事も同じです！
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
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１　題材名　　　　　　「弁当について調べよう」
２　題材設定の理由
　　本学級の弁当に関する調査結果によると、７０％の生徒が中学３年生になってまったく弁当を作ったことがない。高校生になったら家の人が弁当を作ると答えた生徒は５２％、弁当について心配なことはないと答えている生徒は４１％おり、弁当を作ってくれる人への感謝の気持ちなどは希薄である。
　　生涯にわたって健康で生き生きとした生活を送るためには、バランスのとれた食生活が不可欠である。近年食生活をめぐる環境の変化に伴い、偏った栄養摂取、欠食、孤食、痩身、肥満など様々な健康問題が生じ、生活習慣病の低年齢化も深刻化している。中学校を卒業すると昼食が給食から弁当、市販品の購入、外食に変わり、健康な生活を送るための自己管理の必要性が大きくなる。そこで、望ましい食事のとり方を弁当という形で考えさせ、弁当の調べ学習をすることによって自分の昼食及び食生活を見直していく意欲や態度を育てたい。また、弁当を実際に作ることを通して、作る人の苦労を知り、感謝の気持ちも育てたいと考え本題材を設定した。
　
３　指導計画（総時数６時間）
	
	学習内容
	評　価　規　準

	
	
	学ぶ意欲
	課題発見能力
	課題解決能力
	表現力

	１

	「元気がでる弁当」についてグループで計画を立てる。
１時間（本時）
※会食は、弁当日の給食の時間とする。
	「元気がでる弁当」の計画を進んで立て、弁当作りに主体的に取り組むことができる。
	弁当を作る人の思いや願い、苦労を考えることができる。

	「元気がでる弁当」作りの条件を理解し計画を立て作ることができる。
	

	２

	“世界の弁当”“スポーツ選手の弁当”“昔の弁当”などさまざまな弁当について、各グループごとにテーマを設定し調べ、発表する。　　　　　　　　　　　　　　４時間
	友達と協力しながら、課題の設定や追究に主体的に取り組むことができる。
	
	弁当について関心を持ち、様々な方法で調べ、わかりやすくまとめることができる。
	調べたことを様々な方法を活用して伝えることができる。


	３

	自分の目的にあった「マイ弁当」の計画を立てる。          １時間
※会食は、弁当日の給食の時間とする。
	様々な弁当について学んだことを「マイ弁当」作りに生かすことができる。

	自分の弁当の改善点についてとらえることができる。
	自分の目的に応じた「マイ弁当」の計画を立て、作ることができる。

	「マイ弁当」への思いを伝えることができる。



４　本時のねらい
　　　中学生に必要な栄養のバランスを考えた弁当の量や内容をふまえ、主体的に弁当作りを計画し、自分の昼食を整えようとする実践への意欲や作ってくれる人々への感謝の心を育てる。
○　栄養のバランスのとれる弁当の量と内容を知り「元気がでる弁当」の計画を立てることができる。
　　○　弁当作りの計画や実践を通して、いつも弁当を作ってくれる家族への感謝の心を持つことができる。
５　展　開
	段階

	学習活動・内容

	時間
形態
	○指導上の留意点　※評価
	 資料


	
	
	
	担　任
	栄養職員
	

	導
　　入

	１　本時のめあてを知る。
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（１）弁当のよい点、問題点か　　　ら本時のめあてをつかむ。                 

	５
分
一
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	○　給食から弁当へ高校生の昼食の変化を投げかけ、課題意識を持たせる。

	○　いくつかの弁当を見せ、それぞれ
のよい点、問題点
に気付かせる。

	パソコン
プロジェクター
カード
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展
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	２　「元気がでる弁当」作りの　２つの法則を知る。　
（１）法則１（量）
　・一生のうちで栄養量が一番多く必要な時期である。
　・自分にあった弁当箱の大きさを知る（量を知る）。
（２）法則２（栄養バランス）
　・主食３：副菜２：主菜１
  ・給食のバランス
・弁当の食物比と普段の食事の食物比が同じである。
（３）よい飲み物を知る。
３　グループの全員が実際に作る「元気がでる弁当」を相談
して発表する。
（１）事前に描いてきた弁当を　　　参考にして考える。　
（２）みんなで作れるメニュー　　　を考える。
（３）弁当の絵を描く。　  

	10

分
一
斉
30

分
小集団

	○　話し合いの手順を確認し、自分達で作れる簡単なメニューを考えるように指示する。
○　家庭の事情で無理な生徒はいないか事前調査し配慮する
○　見やすいようにＯＨＣを使用し、工夫した点なども発表するよう促す。
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普段の食事も同じです！

○　他のグループのよいところをメモさせる。
	○　プレゼンテーションや弁当箱、給食の実物を用いてエネルギー量や弁当箱の大きさ、主食・主菜・副菜の割合、飲み物等についてわかりやすく説明し２つの法則をつかませる。
○　「元気がでる弁　当」のポイントに　ふれながら支援する。
○　グループで発表した「元気がでる弁当」にアドバイスしたり励ましたりする。
	パソコン
プロジェクター
ワークシート
弁当箱の実物
給食
ワークシート
ＯＨＣ


	ま
と
め

	４　本時のまとめをする。
（１）「元気がでる弁当」作り　　　の２つの法則を再確認す　　　る。
（２）元気がでる弁当作りをす　　　る日を確認する。

	５
分
個
別

	○　弁当の量・割合等を振り返らせる。
○　家庭の協力が得られるように、今日学習したことを家庭で話すように指示する。
○　弁当作りをする日を知らせる。
	○　弁当を作る人の苦労が感じ取れ、感謝の気持ちが持てるように、子どもの弁当作りの経験を話す。
	ワークシート２・３


	
	
	
	※　「元気がでる弁当」作りの計画を通して、いつも弁当を作ってくれる家族への感謝の心を持つことができたか｡（ワークシート発表）

	


６　資料等    
　　　弁当に関する調査用紙、弁当に関する調査結果、ワークシート、プレゼンテーション、弁当箱の実物、
今日の給食、実物投影機
７　学習プリント等

　（１）栄養教諭の話
＜展開２＞「元気がでる弁当」作りの法則について
　　・　「元気がでる弁当」を作るためには、２つの法則があります。その２つの法則を守ると、栄養バランス　　　　が良く、元気がでるお弁当になります。法則なんて言うと、むずかしそうですが、簡単な法則を採用しま　　　　した。（プレゼンテーションで進める）
　  ・　法則１　　自分にあった量にする。
　　・　中学生、高校生は、一生の内で、一番栄養をとらなくてはならない時期です。
　　　昼食（給食）では、８３０ｋｃａｌくらい必要です。激しい部活などする人は、もっと必要になります。
　　　８３０ｋｃａｌ ？　そうは簡単に計算できませんね。 簡単な方法があります。８３０ｍｌ入る弁当箱を　　　　選べばいいのです。
　  ・　当箱の大きさ（何ｍｌ入るか）とエネルギーの量（何ｋｃａｌ）はだいたい比例しています。
 　 ・　問題です。ここに、弁当箱が３つあります(３つの弁当箱を提示する）。このうちのどれが８３０ｍｌ入る弁当箱でしょう？
 　　  （ヒント：　裏に何ｍｌ入るか書いてあります。）　どお、簡単でしょう。
　　・　家に帰ったら、自分の弁当箱見てくださいね。
　　・　法則２　弁当の内容のバランスをよくする。 あることをすると自然に栄養のバランスが良くなります。
　  ・　朝の忙しい時に難しいことはできませんので、簡単な方法を採用しました。
　   「主食３、副菜２、主菜１」の割合にすれば、自然に栄養バランスがとれます。今までのみなさんのお弁　　　　当は、主菜と副菜が逆になっていなかったですか？　　女子は、主食足りていましたか？
　

　・　給食は、どうでしょうか。弁当箱に詰めてみたので見てください。（弁当箱に入れた給食を見せる。）どうでしょうか、さすが給食ですね。主食、副菜、主菜の割合がぴったりです。
　　・　では、一番先に見たある日のみなさんの弁当の主食・副菜・主菜の割合はどうでしょうか。見てみまし　　　　ょう。主食は？　副菜は？　　主菜は？　　これでは、工夫が必要ですね。
　　・　この弁当の主食、主菜、副菜の割合は、弁当だけに言えることではなくて、普段の食事（朝、夕の食事）　　　　にも同じことが言えます。みなさんの普段の食事は主食・主菜・副菜のバランスはどうでしょうか。見直　　　　してみましょう。
　　・　飲み物については、どれがいいですか？
　　　糖分だけでエネルギーを取るのはもったいないです。普段の食事で不足しがちな栄養が入っている　　　　飲み物がいいです。たとえば、骨を作るカルシウムがいっぱい入っている 牛乳などは、いかがでしょう　　か。
　　・　カルシウムが不足すると…じょうぶな骨にはなりません。
　　・　夏場は、牛乳は悪くなるので、お茶などにして、冬場は牛乳はどうでしょうか。
＜展開３＞生徒がグループで考えた弁当内容について発表した時のアドバイスについて
　　・　なかなか内容のバランスいいです。　簡単なので時間がかからなくていいです。家にあるもの利用し　　　　たのがいいです。もっと野菜が多い方がいいですね。色どりもいいですね。ほんとうの形や色、香り以　  　　上に、きれいにする必要はありません。安全で体によい物を選ぶ。弁当の日が楽しみですね。 など
＜展開４＞弁当作りの経験談について
　　・　私は、二人の娘が高校に入った時、4月だけ弁当を作ってあげました。買い物から始まり、朝忙しいので、夜の内にメニューを考えて下ごしらえをして、夜のおかずも弁当に使えるものは取っておいたりと、色々考えて作りました。娘が、高校に慣れてきた２ヶ月目からは、自分で作ってもらうことにしました。　　高校を卒業したら　一人暮らしになるので、自分で食事作りができるようにしておかなくてはなりません。娘は、がんばりました。途中でギブアップしそうになった時、「自分で作ってみて、はじめて、お母さんの苦労がわかった」と言っていました。だんだんとなれてきたら、お父さんの弁当も作ってくれるようになりました。お父さんは、とても喜んで自慢していました。
　　　　みなさんも、ぜひ作ってみてください。ここで、がんばると　一人暮らしになっても困りません。
（２）ワークシート
	 ★ こんなお弁当食べたいな
　　　　　　　　　  　３年　  名前　　　　　　　　　　　　　　
  ＊　　月　　日（　）まで持ってきてください。



	「 元気がでるお弁当 」
　　　　　　　　　　　　　　　３年  名前　　　　　　　　　　　　　　
★ 法則１　（量）
　私のお弁当箱の大きさは ？

	      およそ

	
	 ミリリットル　が適当です。

	
	
	

	  ※ ただし、これはあくまでも平均値です。
     体格や運動量などによって個人差があるので自分に合った大きさを選びましょう。
★ 法則２　（内容のバランス）
　主食・主菜・副菜の割合は ？
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	主  食（　　　）

	　主　菜（　　）　
 肉、魚、卵 、豆製品など
	

	
	　　　 ごはん、パン、めん など

	副  菜（　　）

	

	
	
	　　　  野菜、海そう、きのこ、果物 など


	

	
	★グループで作る「元気がでる
	お弁当」の工夫したことは？
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	


	 ★「グループのみんなで作るぞー ！」元気がでるお弁当 ！
【メニュー】
・
・
・
・
・
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　３年　    　　　　  グループ



（３）当箱の実物
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（４）今日の給食を弁当箱に詰めたもの
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（５）プレゼンテーション
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８　事前・事後の活動の様子
(1)事前の活動
	　　＜アンケートの実施＞
弁 当 に 関 す る 調 査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校３年　　　男　　・　女
   中学校を卒業したら、給食はなくなり、弁当が必要になります。そこで、みなさんに弁当についてお聞きします。あてはまるところ１つに、○をつけてください。
  １．中学校卒業したら、 弁当をだれが作る予定ですか。
   　①家の人が作る
   　②自分で作る
   　③作らないで、コンビニを利用する。
   　④色々になると思う。
   　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ２．弁当は、どんな内容にしたいですか。 ２つに○をつけてください。
   　①好きなものを中心に。
   　②栄養のバランスを考えて。
   　③家にあるものを中心に。
   　④簡単にできるもの。
   　⑤ヘルシーなもの。
   　⑥見た目がきれいで、豪華なもの。
   　⑦その日に食べたいものを　コンビニで買う。
   　⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ３．中学３年生になってから、あなたは、自分で弁当を作ったことがありますか。
   　①何回もある。
   　②１～２回くらい。
   　③お家の人といっしょに作っている。
   　④まったく作ったことがない。
     ⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ４．中学校卒業してから、弁当のことであなたが、心配なことは何ですか。

	

	


＜弁当に関する調査結果＞
    　　　　　　　　　　　　　　　　弁 当 に 関 す る 調 査 結 果    
　調査日：　　平成２０年１１月２０日
　調査対象： 　　　　中学校３年　男子１６名、女子１３名、　合計２９名
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１．高校生になったら、弁当は誰が作る
　予定ですか。
	
	人数
	割合

	家の人
	15
	52%

	色々（家の人、自分、コンビニなど）
	8
	27%

	自分で作る
	4
	14%

	コンビニで買う
	2
	7%


 ＊自分で作ろうとしている生徒は、４名であった。
 　（男子２名、女子２名）
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２．弁当は、どんな内容にしたいですか。
    （２つ選ぶ）
	
	人数
	割合

	栄養のバランスを考えて
	17
	34%

	簡単にできるもの
	9
	18%

	家にあるものを中心に
	8
	16%

	好きなものを中心に
	5
	10%

	見た目がきれいで、豪華なもの
	4
	8%

	コンビニ弁当
	4
	8%

	ヘルシーなもの
	3
	6%

	その他
	0
	0%


 ※　１／３の生徒が、栄養のバランスのよい弁当にしたいと考えている。
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３．あなたは、自分で弁当を作ったことがありますか。
	
	人数
	割合

	まったく作ったことがない
	20
	70%

	何回もある
	3
	10%

	１～２回くらい
	3
	10%

	お家の人といっしょに作っている
	3
	10%

	その他
	0
	0%


＊　ほとんどの生徒は、３年生になって弁当を
 　作っていないようである。
４．弁当のことで、心配なことは、何ですか。
○心配なことはない。　１２名（男子６名、女子６名）                             「弁当をだれが作る予定か」との関係
	
	・家の人が作ると答えた生徒　　６名（男子５名、女子１名）
・色々と答えた生徒　　　 　５名（男子１名、女子４名）
・コンビニを利用すると答えた生徒　1名 (女子１名）



○ 中毒にならないか心配。　５名（男子４名、女子１名）
   ○ 親が作れない時、どうするかが心配。　１名（男子１名）
   ○ 栄養のバランスが心配。（女子１名）
   ○ 弁当の量、どのくらいがよいか心配。　１名（女子１名）
   ○ 毎日早く起きるのがつらそう。　１名（男子１名）
   ○ 弁当を忘れそう。　１名（男子１名）
   ○ 見た目がきれいにできるが心配。　１名（女子１名）
   ○ 食品の原産地が安全なところか心配。　１名（女子）
   ○ 嫌いな物が入っているのが心配。　１名（男子１名）
   ○ 弁当の中に虫や髪の毛が入っていないか心配。　１名（男子１名）
   ○ 弁当ににおいがしみついて取れないのが心配。　１名（男子１名）
   ○ おかずの入れすぎで、蓋がしまらないのが心配。 １名（女子１名）
   ○ 無記入。　６名（男子３名、女子３名）
　⑵　事後の活動
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　　○弁当日にグループで考えた弁当を自分で作る。
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＜ワークシート１＞                               ＜ワークシート２＞
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＜弁当日に自分で作った弁当＞
○　写真に撮り、廊下に掲示し、全校生に見てもらい、弁当に興味関心を持ってもらう。


　
９　板書計画
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 　　　　グループのみんなで作るぞー！
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１班
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１　題　材　名　　　　　　　「食べ物を大切にしよう」  
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ケ）食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成
２　題材設定の理由
　  給食では、毎日様々な工夫を凝らしたメニューが出されている。しかし、本学級の生徒たちの給食の様子は、「ほとんど残さない生徒」５３％、「時々残す生徒」３７％名と、嫌いな物や食べにくい物などを残したりする傾向にある。給食があまりに身近なため、給食のありがたさや調理してくれる人の苦労に気付かずに食べている場合もある。給食に限らず「食べ物を無駄にしているか」という質問については、「だいぶ無駄にしている」と思う生徒は１０％、「少しだけ無駄にしている」と思う生徒は５７％であった。世界には食料がなくて飢餓に苦しんでいる人たちがいることは、ほぼ全員が知っているが、食料問題を自分自身の問題としてとらえているとは言い難い。
　　世界の食料事情を見ると干ばつや内戦によって飢餓に瀕し、生きるために１日の食物を確保するのが困難な国がある中で、日本人の食生活は飽食であり、食事の食べ残しや消費されない食品が増えている。日本の食料自給率（カロリーベース）は４割程度で６割を外国からの輸入に頼っているが、その輸入食品の約７割を食べ残している計算になるという。一方、食べ過ぎによる病気も増えている。私たちは、この「飽食」と「食料の危機」に関心を持ち、食べ物を大切にしようとする意識を高める必要がある。生徒一人一人が自分自身の問題として改めて考え直させたいと考え本題材を設定した。
　  そこで、本時では、このような状況下にいる生徒たちに、自分自身の食生活を振り返らせ、課題を見い出し、解決していく学習過程を重視したい。そのために、グループによる課題解決学習の場を設定し、意見交換や発表を行う中で食べ物に関する興味関心を高め、生徒一人一人が食べ物を大切にする具体的な改善策を考え実践につなげていきたい。
３　指導計画
	事　前

	（１）　食生活についてのアンケートを実施し、分析をする。
（２）　授業のねらい、授業案を検討する。
（３）　給食委員会が、１週間給食の残滓調査をする。

	本　時

	（１）　食生活についてのアンケート調査結果から、本時の学習課題をつかむ。     
（２）　日本と外国の食料事情を理解し、自分たちがなすべきことについて話し合う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（集団思考）
（３）　自分がこれから実践することを具体的に決定する。（自己決定）  

	事　後

	（１）　短冊（グループで話し合った内容を書いたもの）を教室に掲示し、授業で話し合　　　　ったことを振り返らせる。
（２）　朝や帰りの活動の時間に、自己決定したことを実践している生徒を称賛する。
（３）　担任、栄養教諭が連携を図りながら、学級懇談会や学級通信により家庭へ食べ物　　　　の大切さについて啓発していく。

	他教科との関連
	（１）　保健体育（保健分野）健康な生活と病気の予防
（２）　技術・家庭科（家庭分野）Ｂ食生活と自立、わたしたちの食品の選択と調理


４　本時のねらい
　　日本の食料事情を知り、食材が貴重な資源であることを自覚し、大切にしていこうとする態度を育てる。
  　○　食生活の問題点がわかり、解決のための実践可能な方法を考え、話し合うことができる。
　　○　各自の実践する具体的な方法をまとめることができる。
５　展　開
	段階
	学習活動・内容

	時間
形態
	○指導上の留意点　　※評価

	資料
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 導
 入

	１　本時のめあてを把握する。　（１）給食の残滓調査結果、食　　　に関するアンケートの集計　　　を見て、給食を残すとどん　　　な問題があるか発表する。
  ・栄養が偏る
　・残った給食の処分にお金がかかる。
　・片付けが大変
  ・もったいない
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（２）本時のめあてをつかむ。

	１０
分
一
斉

	○　給食委員に残滓調査結果を発表させることにより、残滓の実態について気付かせる。
　・健康な体を作る元を捨てている。
  ・他の命をいただいて生きている。
　・残った物は、お金をかけて処分している。
  ・調理員の気持ちを代弁する。
○　食べ残すことは、健康もお金も
愛情も捨てていることに気づかせる。
○　個人の問題だけでなく、他人や社
会へと問題が波及することをおさえ
させる。
○　自分たちで解決すべき課題であることに気付かせ、本時のねらいへとつなぐ。

	残滓調査結果表
アンケート調査集計表
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展
開

	
	
	
	

	
	２　日本や世界の食料事情について知る。
（１）食品の食べ残しや廃棄が多いことを知る。
（２）天ぷらうどんの材料がどこから来ているのかを知る
（３）日本の食料事情を知る。
  ・食料自給率４０％
  ・無駄にしている
（４）世界の食料事情について知る。
　・世界の８人に１人が飢餓で苦しんでいる。 　 

  ・ストリートチルドレンの実態
３　「食べ残し」や「無駄」を減らす対策をグループごとに話し合い発表する。　　　
・給食で取り組むこと
　・家庭で取り組めること

	１０
分
一
斉
２０
分
小
集
団

	○　和食の食材でも、ほとんどが外国か
ら来ている現状に気づかせる。
○　日本は、たくさんの食料を輸入に頼
っていること、そして無駄にしている
ことを知らせる。
○　食料事情を世界的視野から考えさせる。  
○　世界には食料不足で命を失う子ども（ストリートチルドレンの実態）がいることを資料や写真から気づかせる。
○　話し合う内容を２つ（給食・家庭）に絞る。
○　グループに分かれて話し合う前に、まず自分の考えたことをワークシートに書かせることによって考えをまとめさせ、活発な話し合いになるようにする。
○　食物アレルギーの生徒がいる場合は、個人の努力で簡単に解決できる問題ではないことに配慮する。
○　話し合った内容を短冊に書いて黒板に貼り、
　発表させる。


	パーテ
ィーの食
べ残し
コンビニの廃棄
てんぷらうどん
自給率のグラフ
もの食う人々
ワークシート
短冊


	終末
	４　本時の学習のまとめをする。
（１）今日の活動で考えたことこれから実行したいことをワークシートにまとめ発表する。

	１０
分
個
別
	○　自分の日々の食生活を振り返り、節度ある生活を送ることができるよう促す。
・健康の自己管理等
・食べ物と生産者や調理する人への感謝の心
○　生徒の心に訴えながら身近なことから実践　ことが大切であることを認識させる。


	


６　評価規準
　　○　日本と外国の食料事情を知り、食生活の問題点がわかり、食生活の課題を改善しようとしている。
（関心・意欲・態度）
　　○　自分の生活を振り返り、食生活の課題解決のための実践可能な方法を考え、判断している。
（思考・判断）
　　○　自分の生活を振り返り、具体的な生活の改善策をまとめ実践することができる。（技能・表現）
　　○　食料事情から課題を把握し、解決を図る具体的な実践方法を理解している。　　（知識・理解）    
７　資料等    
　　残滓調査結果表、アンケート調査集計表、パソコン、プロジェクター、豪華料理の絵、食べ物を捨てている写真、ストリートチルドレンの写真、『「もの食う人々」をめぐって』著者　辺見　康氏、短冊、マジック、ワークシート
８　学習プリント等
（１）ワークシート
	　　　　　　　　　　　　　　３年　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　
めあて

	
	
	

	
	
	

	１　グループで話し合ったこと
 ＜自分の考えを書きましょう＞

	
	給食で取り組むことは…
	家庭で組むことは…
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	  ＜グループで話し合った意見をメモしましょう＞

	
	

	
	

	２　日々の生活の中、あなたが今後実践することについて書いてみよう。




（２）プレゼンテーション






９　事前・事後の活動の様子
　　⑴　事前の活動
　　　○　アンケートの実施
　　　　下記の内容について、生徒の「日本の食糧自給率や食べ残すことへの意識調査」を調べるアンケートを　　　　行った。アンケート結果をまとめると、生徒の食糧についての意識や理解について、以下のような傾向が　　　　分かった。
＜アンケート調査用紙＞
	中学校３年生　食糧についての意識調査
　あてはまるところ１つに○をつけましょう。
１　現在、日本の食糧自給率（カロリーベース）は、何パーセントだと思いますか。
 ① 約１００％　② 約８０％　　③ 約６０％　　④ 約４０％　　⑤ ２０％　　⑥ ０％
２　あなたは、給食を残しますか。
　① ほとんど残さない　② 時々残す　③ いつも残す
３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。
　① だいぶ無駄にしていると思う
　② 少しだけ無駄にしていると思う
　③ 無駄にしていない。
４　世界には、食料がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていましたか。
1  知っていた　　　　　② 知らない
５　日本も、食料がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。
　① 思う　　　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　）
　② 思わない　（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2  わからない



中学校３年生　食料についての意識調査結果
                 　　　　　　　　　　　　 調査日：    平成    年   月   日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　象：    中学３年男子１６名、女子１３名、計２９名
１　現在、日本の食料自給率は、何パーセントだと思いますか。
	
	人数
	割合

	約１００％
	０名
	0%

	約８０％
	９名
	31%

	約６０％
	１１名
	38%

	約４０％
	５名
	17%

	約２０％
	４名
	14%

	約０％
	０名
	0%

	合計
	２９名
	100%



２　あなたは、給食を残しますか。
	
	人数
	割合

	ほとんど残さない
	１６名
	55%

	時々残す
	１１名
	38%

	いつも残す
	２名
	7%

	合計
	２９名
	100%



３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。
	
	人数
	割合

	だいぶ無駄にしている
	７名
	24%


	少しだけ無駄にしている
	２２名
	76%


	無駄にしていない

	０名
	0%


	合計
	２９名
	100%


４　世界には、食料がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいる　

　ことを知っていますか。
	
	人数
	割合

	知っていた
	２９名
	100%

	知らない
	０名
	0%

	合計
	２９名
	100%


５　日本も、食料がなくなって、飢餓に苦しむようなことが
起こると思いますか。
	
	人数
	割合

	思う
	５名
	17%

	思わない
	５名
	17%

	わからない
	１９名
	66%

	合計
	２９名
	100%


＜思う理由＞
　・他国とけんかしそうな予感がする。
　・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。
＜思わない理由＞
　・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
　　

○　残量調査結果表
⑵　事後の活動
　　　　今までの食物や生産者、調理員への気持ちを見直し、今後の取り組みについて書いた短冊を学級に　　　　　掲示し、毎日生徒の目につくようにした。また、学級だよりを通して感謝の心について学習したことを保　　　　護者に伝えた。
１０　板書計画
	めあて                                             　   ◎グループで話し合ったこと

	
	　日常の給食を通して、食生活を見直そう。

	
	 食料自給率グラフ

	 　　  給食では          家庭では

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	給食残食調査結果

	
	食料自給率についての意識調査集計表

	
	ストリートチルドレンの写真

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	



１　テーマ　　　「元気が出る弁当作れたかな」
２　ねらい
　　　栄養のバランスを考えた弁当になっているかを確認し、作ってくれる人の苦労や作る楽しさを味わい、今後の弁当作りの意欲につなげる。
３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導上の留意点
	資料

	１　法則１・２を確かめる。　
法則１（量）
　　弁当箱の大きさ
法則２（内容のバランス）
　　主食３：副菜２：主菜１
　のバランスを確かめ合う。
２　他のグループの弁当の　よさを知る。
３　弁当を自分で作った感　想を食べながら話し合う。

	２分
５分

	○　体格や運動量などによって個人差があることを再確認する。　
○　弁当の割合が、普段の食生活にもあてはまることを確認し、自分の食生活を見直すように呼びかける。　
○　他のグループの弁当を見て、工夫について感じ取るよう促す。
○　「弁当を作ってくれている人の苦労」、「自分で作る楽しさ、つらさ」「栄養バランスの良い安全な弁当」等について話し合うようにする。
○　弁当の写真を撮り、廊下に掲示し、全校生に見てもらい
　弁当作りへの意欲の継続を図る。

	カード
カード
デジカメ



４　資料等
	
　　朝から楽しみにしていた弁当の時間になりました。みなさん、
　何時に起きて作りましたか？
    夕方“下ごしらえ”したから、そんなに早く起きなくてもよか
　ったという人もいたようですね。
１  弁当の大きさは大丈夫でしょうか。 高校に行って激しい運動す　
る人等は、少し多くてもよかったですね。女子生徒、弁当の大き　
さは足りているでしょうか。
２　内容のバランスは、主食３：副菜２：主菜１になっていますか。　
主菜と副菜逆になっていないでしょうか。
３　他のグループの弁当を見てみましょう。よいところがいっぱいあると思うので、よいところをほめてあげてください。
４　さあ、それではみんなで「いただきます」して食べましょう。　　「いただきま～す！」
  弁当を作っての「苦労話」や「楽しかったこと」「今まで気付かなかったお家の人の気持ち」などについて食べながら話し合ってみてください。
　　今日、郵便局に言ったとき、　　　君のお母さんに会って聞いたのですが、　　　君は、朝早く起きてお父さんの弁当も作ってくれたそうです。お父さんは、「うれしくてうれしくて、食べるのもったいない！」と涙ぐんで言っていたそうです。心って伝わるのですね。



Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
　
１　授業等から
　○　「給食の残滓調査」と「食に関するアンケート」を実施したことにより、自分たちがどれだけの食料を無駄にしているのかに気づくことができた。
　○　生徒が楽しみにしている弁当を教材として日常食の改善を考えさせたことで、バランスの良い食事にするための知識と実際が結びつき理解が深まるとともに、作ることの楽しさや食事を作ってくれる人の気持ちや苦労に気づいたようである。
　○　「好きなおかずを中心に詰めた弁当」と「バランスのよい弁当」との違い、給食を弁当に詰める、世界の食料事情や子ども達の映像等、実物や視聴覚機器を効果的に活用し､視覚に訴えることで実感を持った学びにつながった。
　◎　時間の効率化を考えて、導入の部分から５人ずつの小グループの形で授業を始めた。しかし、最初からグループの形式をとったことで、給食の食べ残しの問題を生徒一人一人の問題として捉えて考えるという意識が希薄になってしまった。生徒一人一人が話を聞き、考える時間なのか、それとも話し合いをする時間なのか、ということをしっかりと区別をしなければならなかった。
　◎　Ｔ・Ｔの授業を進めるにあたって、授業者相互の指導内容の理解や生徒の理解を深めるために資料を提示しているが、一単位時間の時間配分を考慮し、資料を精選し効果的な活用を図る必要がある。
２　その後の生徒の様子から
　○　生徒から、「感謝の気持ちをもち、これから食べ物を口にしていきたい」、「恵まれているという　　　ことは忘れてはならない」、「いただきますをしっかり言いたい」という意見が挙がり、給食の残滓率の減少につながっている。
○　作った弁当を写真に撮り廊下に掲示することで、生徒の食生活についての関心を高め、意欲の持続化につながっている。
　◎　今後も、弁当日や給食時間に今回の授業内容について話題にすることで、継続的な食生活の改善につなげたい。
　◎　各家庭の協力を得るため、授業参観時に授業を実施するとともに、学級だより等で家庭への啓発活動を継続する。
授業





給食








弁当日　　１２月


・給食指導「元気が出る弁当を味わおう」


・昼の放送「元気が出る弁当作れたかな」　　　　　　　　　　　　　　　＜事例３＞











総合的な学習の時間「弁当について調べよう」


１１～１２月　　　＜事例１＞


学級活動「食べ物を大切にしよう」１１月＜事例２＞





家庭








食の授業シート「保護者からのお弁当作りのコツ」


給食だより１２月　「元気が出る弁当作り」


　　　　　　１月　「給食週間・３年弁当作り」


学級だより１２月　「各班の力作お弁当紹介」





　　　　　　











地域





学校給食共同調理場の学校栄養職員の活用 





事例１　　　　　総合的な学習の時間





栄養バランスのよい「元気が出る弁当」を作ろう。
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※　栄養のバランスのとれる弁当の量や内容を知り、主体的に「元気がでる弁当」の計画を立てることができたか。（ワークシート）





栄養バランスのよい


「元気の出る弁当」を作ろう





３班





２班





１班





法則2


　　内容のバランスを考える





法則1


　　量を考える





４班





５班





６班





事例２　　　　　学　級　活　動





日常の給食を通して、食生活を見直そう。





※　日本と外国の食料事情を知り、食生活の問題点がわかり、解決のための実践可能な方法を考え、話し合うことができたか。（観察・ワークシート・発表）





※　各自の実践する具体的な方法をまとめることができたか。


（ワークシート・発表）








事例３　　　　　給　食　の　時　間





�EMBED HPT.Document.1���


�EMBED PowerPoint.Slide.8���


�EMBED PowerPoint.Slide.8���


�EMBED PowerPoint.Slide.8���


�EMBED Excel.Chart.8���


�EMBED Excel.Chart.8���


�EMBED Excel.Chart.8���


グループで相談して作ることになった「元気がでるお弁当」


　の絵





宿題で事前に描いてきた


「こんなお弁当食べたいな」





グループで考えた同じメニューの「元気がでるお弁当」を弁当日に作りました。
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学校給食　児童生徒１回当たりの平均栄養所要量

運動量などによって、個人差があいます。

約20%増

１，０００ ｋｃａｌ

		区　分		幼児の場合		児童　　　６～７歳		児童　　　８～９歳		児童　
１０～１１歳		生徒
１２～１４歳		高等部の生徒

		エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）		540		580		650		730		830		830





























Graph2


			幼児　　　


			　６～７歳


			　８～９歳


			１０～１１歳


			１２～１４歳


			高等部





エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）


エネルギー　（Ｋｃａｌ）


540
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650


730
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			エネルギー所要量（ＫＣａＬ/・日）       生活活動強度（適度） ショヨウリョウヒセイカツカツドウキョウドテキド


						男 オトコ			女 オンナ


			１～２歳 サイ			1,200			1,200


			３～５歳 サイ			1,550			1,500


			６～８歳 サイ			1,900			1,700


			９～１１歳 サイ			2,250			2,050


			１２～１４歳 サイ			2,550			2,300


			１５～１７歳 サイ			2,750			2,200


			１８～２９歳 サイ			2,650			2,050


			３０～４９歳 サイ			2,550			2,000


			５０～６９歳 サイ			2,300			1,900


			７０歳以上 サイイジョウ			2,050			1,700


			学校給食　児童又は生徒１人１回当たりの平均栄養所要量の基準 ガッコウキュウショクジドウマタセイトヒトリカイアヘイキンエイヨウショヨウリョウキジュン


			区　分 クブン			幼児　　　の場合 ヨウジバアイ			児童　　　６～７歳 ジドウサイ			児童　　　８～９歳 ジドウサイ			児童　１０～１１歳 ジドウサイ			生徒１２～１４歳 セイトサイ			高等部の生徒 コウトウブセイト
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			エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）			540			580			650			730			830			830
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 １日当たりのカルシウム所要量 

（ｍｇ）

牛乳１本（２００ｃｃ当たり）　 　　エネルギー１３８Ｋｃａｌ、カルシウム２２６ｍｇ





		　		男		女

		１～２歳		450 		400 

		３～５歳		550 		550 

		６～８歳		600 		600 

		９～１１歳		750 		750

		１２～１４歳		900 		750 

		１５～１７歳		850 		650 

		１８～２９歳		650 		600 

		３０～４９歳		600 		600 

		５０～６９歳		600 		600 

		７０歳以上		600 		550
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Sheet1

		中 学 3２ 年 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：    平成    年   月   日　　

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対 　象：    中学２年男子３名、女子１０名、計１３名

		１　現在、日本の食糧自給率は、何パーセントだと思いますか。

		約１００％		0%

		約８０％		31%

		約６０％		38%

		約４０％		17%

		約２０％		14%

		約０％		0%

		合計		100%

		２　あなたは、給食を残しますか。

		ほとんど残さない		55%

		時々残す		38%

		いつも残す		7%

		合計		100%

		３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。

				人数

		だいぶ無駄にしている		1

		少しだけ無駄にしている		12

		無駄にしていない		0

		合計		13

		４　世界には、食糧がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていますか。

				人数

		知っていた		13

		知らない		0

		合計		13

		５　日本も、食糧がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。

				人数

		思う		2

		思わない		2

		わからない		9

		合計		13

		＜思う理由＞

		・他国とけんかしそうな予感がする。

		・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。

		＜思わない理由＞

		・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
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Sheet1

		中 学 3２ 年 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：    平成    年   月   日　　

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対 　象：    中学２年男子３名、女子１０名、計１３名

		１　現在、日本の食糧自給率は、何パーセントだと思いますか。

		約１００％		0%

		約８０％		31%

		約６０％		38%

		約４０％		17%

		約２０％		14%

		約０％		0%

		合計		100%

		２　あなたは、給食を残しますか。

		ほとんど残さない		55%

		時々残す		38%

		いつも残す		7%

		合計		100%

		３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。

		だいぶ無駄にしている		24%

		少しだけ無駄にしている		76%

		無駄にしていない		0%

		合計		100%

		４　世界には、食糧がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていますか。

		知っていた		100%

		知らない		0%

		合計		100%

		５　日本も、食糧がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。

				人数

		思う		2

		思わない		2

		わからない		9

		合計		13

		＜思う理由＞

		・他国とけんかしそうな予感がする。

		・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。

		＜思わない理由＞

		・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
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Sheet1

		中 学 3２ 年 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：    平成    年   月   日　　

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対 　象：    中学２年男子３名、女子１０名、計１３名

		１　現在、日本の食糧自給率は、何パーセントだと思いますか。

		約１００％		0%

		約８０％		31%

		約６０％		38%

		約４０％		17%

		約２０％		14%

		約０％		0%

		合計		100%

		２　あなたは、給食を残しますか。

		ほとんど残さない		55%

		時々残す		38%

		いつも残す		7%

		合計		100%

		３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。

		だいぶ無駄にしている		24%

		少しだけ無駄にしている		76%

		無駄にしていない		0%

		合計		100%

		４　世界には、食糧がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていますか。

		知っていた		100%

		知らない		0%

		合計		100%

		５　日本も、食糧がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。

				人数

		思う		17%

		思わない		17%

		わからない		66%

		合計		100%

		＜思う理由＞

		・他国とけんかしそうな予感がする。

		・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。

		＜思わない理由＞

		・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
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Sheet1

		中 学 3２ 年 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：    平成    年   月   日　　

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対 　象：    中学２年男子３名、女子１０名、計１３名

		１　現在、日本の食糧自給率は、何パーセントだと思いますか。

		約１００％		0%

		約８０％		31%

		約６０％		38%

		約４０％		17%

		約２０％		14%

		約０％		0%

		合計		100%

		２　あなたは、給食を残しますか。

		ほとんど残さない		55%

		時々残す		38%

		いつも残す		7%

		合計		100%

		３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。

		だいぶ無駄にしている		24%

		少しだけ無駄にしている		76%

		無駄にしていない		0%

		合計		100%

		４　世界には、食糧がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていますか。

				人数

		知っていた		13

		知らない		0

		合計		13

		５　日本も、食糧がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。

				人数

		思う		2

		思わない		2

		わからない		9

		合計		13

		＜思う理由＞

		・他国とけんかしそうな予感がする。

		・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。

		＜思わない理由＞

		・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
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Sheet1

		中 学 3２ 年 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：    平成    年   月   日　　

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対 　象：    中学２年男子３名、女子１０名、計１３名

		１　現在、日本の食糧自給率は、何パーセントだと思いますか。

		約１００％		0%

		約８０％		31%

		約６０％		38%

		約４０％		17%

		約２０％		14%

		約０％		0%

		合計		100%

		２　あなたは、給食を残しますか。

				人数

		ほとんど残さない		5

		時々残す		8

		いつも残す		0

		合計		13

		３　あなたは、食べ物を無駄にしていると思いますか。

				人数

		だいぶ無駄にしている		1

		少しだけ無駄にしている		12

		無駄にしていない		0

		合計		13

		４　世界には、食糧がなくて、飢餓に苦しんでいる人がいることを知っていますか。

				人数

		知っていた		13

		知らない		0

		合計		13

		５　日本も、食糧がなくなって、飢餓に苦しむようなことが起こると思いますか。

				人数

		思う		2

		思わない		2

		わからない		9

		合計		13

		＜思う理由＞

		・他国とけんかしそうな予感がする。

		・食糧を無駄にしているので、絶対食糧がなくなる。

		＜思わない理由＞

		・日本は、戦争のない国だし、裕福だから思わない。
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Sheet1

		弁 当 に 関 す る 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：　　平成２０年１１月２０日

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象： 渡利中学校３年　男子１６名、女子１３名、　合計２９名

		１．高校生になったら、弁当は誰が作る予定ですか。

				人数		割合

		家の人		15		52%

				8		27%

		自分で作る		4		14%

		コンビニ		2		7%

		＊自分で作ろうとしている生徒は、４名であった。

		　（男子２名、女子２名）

				人数		割合

		栄養のバランスを考えて		17		34%

		簡単にできるもの		9		18%

		家にあるものを中心に		8		16%

		好きなものを中心に		5		10%

		見た目がきれいで、豪華なもの		4		8%

		コンビニ弁当		4		8%

		ヘルシーなもの		3		6%

		その他		0		0%

		＊１／３の生徒が、栄養のバランスのよい弁当に

		　　したいと考えている。

		３．あなたは、自分で弁当を作ったことがありますか。

				人数		割合

		まったく作ったことがない		20		70%

		何回もある		3		10%

		１～２回くらい		3		10%

		お家の人といっしょに作っている		3		10%

		その他		0		0%

		＊ほとんどの生徒は、３年生になって

		　弁当を作っていないようである。

		４．弁当のことで、心配なことは、何ですか。

		○ 心配なことはない。　１２名（男子６名、女子６名）

		　＜内訳＞　　

		　「弁当をだれが作る予定か」　　		家の人が作ると答えた生徒   　  ６名								（男子５名、女子１名）

		　との関係		　 色々と答えた生徒　　　　  　　　　５名								（男子１名、女子４名）

				　 コンビニを利用すると答えた生徒１名								（女子１名）

		○ 食中毒にならないか心配。　５名（男子４名、女子１名）

		○ 親が作れない時、どうするかが心配。　１名（男子１名）

		○ 栄養のバランスが心配。　１名（女子１名）

		○ 弁当の量、どのくらいがよいか心配。　１名（女子１名）

		○ 毎日早く起きるのがつらそう。　１名（男子１名）

		○ 弁当を忘れそう。　１名（男子１名）

		○ 見た目がきれいにできるが心配。　１名（女子１名）

		○ 食品の原産地が安全なところか心配。　１名（女子）

		○ 嫌いな物が入っているのが心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当の中に虫や髪の毛が入っていないか心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当ににおいがしみついて取れないのが心配。　１名（男子１名）

		○ おかずの入れすぎで、蓋がしまらないのが心配。　１名（女子１名）

		○ 無記入。　６名（男子３名、女子３名）
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Sheet1

		弁 当 に 関 す る 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：　　平成２０年１１月２０日

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象： 渡利中学校３年　男子１６名、女子１３名、　合計２９名

		１．高校生になったら、弁当は誰が作る予定ですか。

				人数		割合

		家の人		15		52%

				8		27%

		自分で作る		4		14%

		コンビニ		2		7%

		＊自分で作ろうとしている生徒は、４名であった。

		　（男子２名、女子２名）

				人数		割合

		栄養のバランスを考えて		17		34%

		簡単にできるもの		9		18%

		家にあるものを中心に		8		16%

		好きなものを中心に		5		10%

		見た目がきれいで、豪華なもの		4		8%

		コンビニ弁当		4		8%

		ヘルシーなもの		3		6%

		その他		0		0%

		＊１／３の生徒が、栄養のバランスのよい弁当に

		　　したいと考えている。

		３．あなたは、自分で弁当を作ったことがありますか。

				人数		割合

		まったく作ったことがない		20		70%

		何回もある		3		10%

		１～２回くらい		3		10%

		お家の人といっしょに作っている		3		10%

		その他		0		0%

		＊ほとんどの生徒は、３年生になって

		　弁当を作っていないようである。

		４．弁当のことで、心配なことは、何ですか。

		○ 心配なことはない。　１２名（男子６名、女子６名）

		　＜内訳＞　　

		　「弁当をだれが作る予定か」　　		家の人が作ると答えた生徒   　  ６名								（男子５名、女子１名）

		　との関係		　 色々と答えた生徒　　　　  　　　　５名								（男子１名、女子４名）

				　 コンビニを利用すると答えた生徒１名								（女子１名）

		○ 食中毒にならないか心配。　５名（男子４名、女子１名）

		○ 親が作れない時、どうするかが心配。　１名（男子１名）

		○ 栄養のバランスが心配。　１名（女子１名）

		○ 弁当の量、どのくらいがよいか心配。　１名（女子１名）

		○ 毎日早く起きるのがつらそう。　１名（男子１名）

		○ 弁当を忘れそう。　１名（男子１名）

		○ 見た目がきれいにできるが心配。　１名（女子１名）

		○ 食品の原産地が安全なところか心配。　１名（女子）

		○ 嫌いな物が入っているのが心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当の中に虫や髪の毛が入っていないか心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当ににおいがしみついて取れないのが心配。　１名（男子１名）

		○ おかずの入れすぎで、蓋がしまらないのが心配。　１名（女子１名）

		○ 無記入。　６名（男子３名、女子３名）
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		弁 当 に 関 す る 調 査 結 果

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査日：　　平成２０年１１月２０日

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査対象： 渡利中学校３年　男子１６名、女子１３名、　合計２９名

		１．高校生になったら、弁当は誰が作る予定ですか。

				人数		割合

		家の人		15		52%

				8		27%

		自分で作る		4		14%

		コンビニ		2		7%

		＊自分で作ろうとしている生徒は、４名であった。

		　（男子２名、女子２名）

				人数		割合

		栄養のバランスを考えて		17		34%

		簡単にできるもの		9		18%

		家にあるものを中心に		8		16%

		好きなものを中心に		5		10%

		見た目がきれいで、豪華なもの		4		8%

		コンビニ弁当		4		8%

		ヘルシーなもの		3		6%

		その他		0		0%

		＊１／３の生徒が、栄養のバランスのよい弁当に

		　　したいと考えている。

		３．あなたは、自分で弁当を作ったことがありますか。

				人数		割合

		まったく作ったことがない		20		70%

		何回もある		3		10%

		１～２回くらい		3		10%

		お家の人といっしょに作っている		3		10%

		その他		0		0%

		＊ほとんどの生徒は、３年生になって

		　弁当を作っていないようである。

		４．弁当のことで、心配なことは、何ですか。

		○ 心配なことはない。　１２名（男子６名、女子６名）

		　＜内訳＞　　

		　「弁当をだれが作る予定か」　　		家の人が作ると答えた生徒   　  ６名								（男子５名、女子１名）

		　との関係		　 色々と答えた生徒　　　　  　　　　５名								（男子１名、女子４名）

				　 コンビニを利用すると答えた生徒１名								（女子１名）

		○ 食中毒にならないか心配。　５名（男子４名、女子１名）

		○ 親が作れない時、どうするかが心配。　１名（男子１名）

		○ 栄養のバランスが心配。　１名（女子１名）

		○ 弁当の量、どのくらいがよいか心配。　１名（女子１名）

		○ 毎日早く起きるのがつらそう。　１名（男子１名）

		○ 弁当を忘れそう。　１名（男子１名）

		○ 見た目がきれいにできるが心配。　１名（女子１名）

		○ 食品の原産地が安全なところか心配。　１名（女子）

		○ 嫌いな物が入っているのが心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当の中に虫や髪の毛が入っていないか心配。　１名（男子１名）

		○ 弁当ににおいがしみついて取れないのが心配。　１名（男子１名）

		○ おかずの入れすぎで、蓋がしまらないのが心配。　１名（女子１名）

		○ 無記入。　６名（男子３名、女子３名）
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エネルギー所要量（Ｋｃａｌ/日）　生活活動強度（適度）







		　		男		女

		１～２歳		1,200 		1,200 

		３～５歳		1,550 		1,500 

		６～８歳		1,900 		1,700 

		９～１１歳		2,250 		2,050 

		１２～１４歳		2,650		2,300 

		１５～１７歳		2,750 		2,200 

		１８～２９歳		2,650 		2,050 

		３０～４９歳		2,550 		2,000 

		５０～６９歳		2,300 		1,900 

		７０歳以上		2,050 		1,700 
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						男			女


			１～２歳			1,200			1,200


			３～５歳			1,550			1,500


			６～８歳			1,900			1,700


			９～１１歳			2,250			2,050


			１２～１４歳			2,650			2,300


			１５～１７歳			2,750			2,200


			１８～２９歳			2,650			2,050


			３０～４９歳			2,550			2,000


			５０～６９歳			2,300			1,900


			７０歳以上			2,050			1,700


			学校給食　児童又は生徒１人１回当たりの平均栄養所要量の基準


			区　分			幼児　　　の場合			児童　　　６～７歳			児童　　　８～９歳			児童　１０～１１歳			生徒１２～１４歳			高等部の生徒


			エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）			540			580			650			730			830			830


			区　分			幼児　　　			　６～７歳			　８～９歳			１０～１１歳			１２～１４歳			高等部


			エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）			540			580			650			730			830			830


			１日のカルシウム所要量（ｍｇ）


						男			女


			１～２歳			500			500


			３～５歳			500			500


			６～８歳			600			600


			９～１１歳			700			700


			１２～１４歳			900			700


			１５～１７歳			800			700


			１８～２９歳			700			600


			３０～４９歳			600			600


			５０～６９歳			600			600


			７０歳以上			600			600


			高校生になったら、弁当は誰が作る予定？


			色々			6


			自分で			4
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Sheet1


			





男


女





Sheet2


			





エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）


エネルギー　　　　　　（Ｋｃａｌ）





Sheet3


			





男


女





			





自分で, 4名


コンビニ, 0名


家の人, 2名


色々, 
6名





			








			










0


500


1,000


1,500


2,000


2,500


3,000


１～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～１１歳 １２～１４歳 １５～１７歳 １８～２９歳 ３０～４９歳 ５０～６９歳 ７０歳以上


男


女















(3)

(1)

(2)



普段の食事も同じです！



















image1.wmf

主食・主菜・副菜のバランスは？


主菜


（肉、魚、卵、豆製品など）


主食


（ごはん、パン、めんなど）


副菜


（野菜、果物など）
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